








Task-depended Functional Differences 
































であった（BFlh: 52.9±2.9, ST: 48.4±2.5, SM: 52.7±0.7, G: 48.3±2.9, n.s.; 平均±標準誤差）。
一方で、低強度の短縮性運動では筋間の活動度の差異が生じ（BFlh: 68.8±1.6, ST: 65.9±1.9, 
SM: 64.5±1.6, G: 73.7±1.8）、ST や SM に比べて G がより大きな能動的張力を発揮している
ことが示唆された（P<0.05: vs ST, P<0.01: vs SM）。また、高強度の伸張性運動における各筋
の活動度は、低強度の伸張性運動時とは大きく異なり（BFlh: 65.4±2.9, ST: 73.5±2.8, SM: 
57.9±2.1, G: 71.0±2.2）、特に ST と G の活動度が高かった（P<0.01: vs SM）。さらに、MRI
に反映される筋損傷の程度（T2 値）や形態的変化（CSA）は高強度の伸張性運動の前後で
のみ筋間に差異が生じ、特に ST において著しい変化が見られ（T2 値（ms）: 80.9±9.9, P<0.01: 
運動 7 日後 vs 運動前／CSA（mm2）: 1285.2±72.2, P<0.01: 運動 3 日後 vs 運動前）、BFsh
および G も同様の傾向を示したが BFlh と SM における変化は比較的軽微であった。 
 第 3 章では、立位での伸張性および短縮性の股関節伸展運動におけるハムストリングス
および G の活動度、並びに運動に伴う筋の損傷・修復・適応過程を第 2 章と同様の方法で
評価した（N = 6）。NiEMG（%MVC）の結果、伸張性運動（BFlh: 23.1±0.8, ST: 17.1±0.6, SM: 
28.6±1.2, G: 19.4±0.7）と短縮性運動（BFlh: 43.3±1.2, ST: 33.0±1.4, SM: 42.9±1.5, G: 35.1
±1.5）のどちらにおいても BFlh および SM の活動度が ST および G の活動度に比べて高く
（P<0.05: vs ST, G）、さらに伸張性運動では SM の活動度が BFlh のそれよりも高かった
（P<0.05）。さらに、MRI の結果から、特に SM において著しい変化が見られた（T2 値（ms）: 
34.7±1.3, P<0.05: 運動直後 vs 運動前／CSA（mm2）: 1060.6±94.3, P<0.05: 運動 2 日後 vs 
運動前）。 
 以上の結果から、伸張性の膝関節屈曲運動では紡錘状筋である BFsh、ST および G が、







負荷を強いた骨格筋の局所的 MRI・T2 値を 40～70 msec 以内、全身性の反応としての血漿
CPK 値 を 5000～10000 IU/L 以内に抑えるべきであると考えられた。 
